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新型コロナウイルスの空間的相関に関する分析
―― 第 1 波，第 2波に関する分析 ――
足立　基浩
はじめに
2020 年 1 月に日本で最初の感染者が現れた新型コロナウイルスであるが，その後増加の一途
をたどっている。2021 年 2 月 16 日時点では，約 41 万人の感染が観測されている。
新型コロナウイルスの特徴として，感染初期においては倦怠感，微熱や悪寒などを感じるが，




く，「ゆるやかな」都市封鎖となった（2021 年 1 月の通常国会では一部罰則を伴う法改正（新
型インフルエンザ特別措置法改正）がなされている）。政府は 2020 年 4 月 7 日に 1回目の緊急
事態宣言を実施し，この措置により，いったんは鎮静化したものの，同年 7月と 11 月にそれぞ





































7月 1日から 8月 31 日にかけての感染者数の増加（図 2-1）
感染症は，経験的に人の移動を抑制すると収まる傾向にある。第 1波の時は 4月 7日からの
緊急事態宣言で明らかに感染は収束した。
しかし，7月 1日から 8月 31 日にかけては感染が再び増加している（図 2-1 参照，この間の
感染者の増加率を都道府県別区画の濃淡で表示）。図 1などの新型コロナウイルスの陽性者数の







2020 年 7 月 21 日の記事では，愛知県の感染者の増加について若い世代の増加，東京都の往復
者の増加などが原因の一つとして挙げられている3）。






図 2-1　7 月 1日から 8月 31 日に
かけての感染者数（第 2波）

















3） 　愛知県を含む東海地方では緊急事態宣言解除後の 5月 25 日以降，新型コロナウイルスの感染拡大は収束
傾向にあったが，7月に入って再び感染が広がった。愛知県の場合，4～5月の緊急事態宣言下では，スポー
ツジムや介護施設でクラスター（感染者集団）が発生するなど重症化リスクの高い高齢者への感染が広がっ
たのに対し，今回は若い世代の感染が目立っている。県によると，7月 1～20 日の感染者 136 人のうち，20
代が 47.1％，30 代が 16.2％を占める。また，東京を訪れるなど首都圏由来の感染者は 48 人で 35.3％だった。
名古屋市中区のカラオケバーで開かれた会合からクラスターが発生したほか，同市内の別の飲食店でも起き














































































































図 3-14　九州地方 感染者数の推移 図 3-15　九州地方 感染者数と人口
（左の軸が図 3-14 の各月の感染者数
の合計値，右の軸が人口）
4） 　高知県内の 56 宿泊施設が加盟する高知県旅館ホテル生活衛生同業組合（高知市）によると，11 月の 56
施設の宿泊者は前年同月比 5.6% 減の 13 万 2000 人。政府の観光需要喚起策「GoTo トラベル」の効果で，
10 月の同 12.7% 減から減少幅が縮小したが，新型コロナウイルスの感染再拡大を受け，12 月は予約のキャ

















月から実施されたGoTo トラベルキャンペーンや 9月からスタートしたGoToEat キャンペー
ンなどの影響も考えられよう。GoTo トラベルキャンペーンの効果について西浦博5）は，「観光






















また，第 2回目の感染者数の再増加は 11 月下旬ごろから始まっているが，第 1波の波形と同












図 4　2020 年 3月 31 日から 12 月 16 日までのコロナ感染者数の推移と
トレンド曲線（点線で表示）縦軸が感染者数











= 1 ∑ ∑ ( − )( − )







大井（2016 年）7）は，日本の各都道府県（分析可能な 26 道府県を抽出）で公表されている地
域観光入込客を対象にGlobalMoran（地域全域）について I統計量を使用して分析を行い，観
光動態の空間分布の形状を明らかにしている。


















第 1に，2020 年 3 月 31 日の時点では，新型コロナウイルス感染が各地域に広がっていたが，
緊急事態宣言後の 4月中旬の時点では収まっていることがわかる。
第 2に，その後，6月 20 日までは，空間的な相関は観測されなかったが，6月 21 日には相関
がみられた。新型コロナウイルスに罹患してから症状が現れるまでを 2週間とすると，6月 7
日から感染が再度広がってきているということになる。5月 27 日には緊急事態宣言は解除され
図 5　2020 年 3月 31 日から 12 月 16 日までのコロナ感染者数（右縦軸）の他地域への





たので，解除したその 10 日後（直後）には拡散が始まっている点（モランの Iのｐ値の低下，
図 5参照）に注意が必要である。






束しつつある 9月末時点が「真」の第 1波の収束時期だった可能性を有する。なお，1918 年の
スペイン風邪の場合，5ヶ月程度の期間を経て第 2波，さらに 3ヶ月ほどして第 3波が到来して
いる。
続いて，10 月上旬からの第 2波と呼ばれる現象についてみてみよう。第 1に，8月 31 日から
9月 30 日まではモランの Iのｐ値が急低下しており，感染者数の地域への伝播が広がっている。





第 1波の収束は 8月下旬である。第 2波は 12 月からスタートしたことになる。
モランの I のｐ値と感染者数の反比例関係
なお，上記の分析から明らかなように，モランの Iのｐ値と感染者数の増加は本来反比例す
るはずである。この点を図 5において確認したところ，第 1波（2020 年 6 月 23 日まで）の
「GlobalMoran」の統計数値が確かに反比例の関係が見られた。
また，第 2波についても，11 月 30 日以降は上記反比例の関係がみられる。しかし，6月 30

















点で，第 1波（2020 年 6 月 23 日まで）の「グローバルモラン」の統計数値は確かに反比例の
関係が見られた（図 5参照）。
また，第 2波についても，11 月 30 日以降は上記の反比例の関係がみられた。しかし，6月
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Analysis of spatial correlations of COVID-19  
during the 1st and 2nd waves
Motohiro ADACHI
Abstract
In this paper, we apply spatial statistical methods such as Moran’s I to examine the 
geographical pattern of the spread of COVID-19 from metropolitan to rural areas. We first 
characterize the geographical distribution and spread of COVID-19 in time series data 
from January 28 to February 1, 2021, and then test the statistical significance of the spatial 
correlation patterns (regional correlation using Moran’s I). In light of the p-value of 
Moran’s I, our results suggest the number of infected people was inversely proportional to 
the power of regional transmission of COVID-19 until June 23, which is in line with 
theoretical expectations. However, from June 30 to August 31, the p-value of Moran’s I 
statistic and the number of infected people became proportional. There is a possibility that 
the spread had become chronic in the surrounding cities and that therefore the spatial 
correlation was weakened to statistical insignificance.
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